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■
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

　地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
向
け
て
、
ま
た
地
域
の

皆
さ
ん
の
自
発
的
・
主
体
的
な
活
動
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み
に
役
立
て
る
た
め
、「
地
域
活
動
支
援
事
業
」
を
設
け

て
い
ま
す
。

　地
域
活
動
支
援
事
業
は
、
各
地
域
自
治
区
に
配
分
さ
れ

た
予
算
の
範
囲
内
で
事
業
に
必
要
な
経
費
を
実
施
団
体
に

市
が
補
助
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
３
４
４
件
の
事
業
が

採
択
さ
れ
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
多
様
な
取
り
組
み

に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　地
域
協
議
会
で
は
、
地
域
活
動
支
援
事
業
の
採
択
に
あ

た
り
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
か
ら
、
目
指
す
べ
き
姿
や
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
議
論
し
、
採
択
方
針
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
提
案
さ
れ
た
事
業
の
中
か
ら
、
慎
重

な
審
査
を
経
て
地
域
に
必
要
な
事
業
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
協
議
会
委
員
の
研
さ
ん

　全
委
員
を
対
象
と
し
た
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
講
演
会

の
ほ
か
、
先
進
地
視
察
や
有
識
者
を
招
い
た
研
修
会
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
共
通
の
課
題
を
持
っ
て
い
る

地
域
自
治
区
の
委
員
同
士
で
交
流
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

よ
り
充
実
し
た
審
議
を
行
う
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
地
域
協
議
会
だ
よ
り
を
発
行

　各
地
域
自
治
区
は
、
地
域
協
議
会
で
の
審
議
内
容
や
活

動
状
況
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
広
報
紙
「
地

域
協
議
会
だ
よ
り
」
を
年
３
回
程
度
発
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
各
地
域
自
治
区
の
活
動
状

況
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

直江津区地域協議会の取り組み
　平成30
年に開館
予定の新
水族博物
館を活用
した「直
江津のま
ちづくり」

について話し合うため、３回にわたって地域
の皆さんと意見交換を行いました。
　現在は、いただいた意見を実現するための
方法などを地域協議会で検討しています。

頸城区地域協議会の取り組み
　地域の
皆さんと
の意見交
換を通じ
て、頸城
区の発展
には観光
を推進す

ることが重要であるとの意見がまとまりまし
た。これを受け、「地域を元気にするために必要
な提案事業」として観光協会の設立を中心とし
た頸城区の観光振興策を市に提案しました。

浦川原区地域協議会の取り組み
　昨年度
から行っ
ている、
地域の未
来を担う
中学生と
の意見交
換の結果
を審議などに反映するとともに、地域を大切
に思う心の育成に努めています。
　また、「出張地域協議会」で地域の皆さんと
懇談し、課題の掘り起こしを続けています。

シリーズ！地域自治区③

地域協議会の活動紹介
　身近な地域自治を一層進めるための仕組みとして導入した地域自治区制度。市内の28の地域自
治区には地域協議会が置かれ、地域の課題などについて話し合い、意見を取りまとめています。
　シリーズ第３回では、地域協議会の具体的な活動について紹介します。

■
課
題
解
決
に
向
け
た
地
域
協
議
会
の
活
動

　各
地
域
協
議
会
で
は
、
地
域
自
治
区
内
を
い
く
つ
か
の
地
区

に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
聴
取
や

地
域
で
活
動
す
る
団
体
と
の
意
見
交
換
な
ど
、
課
題
把
握
の
た

め
に
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　把
握
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
諮
問
へ
の
答
申
や
自
主

的
審
議
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
の
ほ
か
、
地
域
の
主
体
的
な
取

り
組
み
に
対
し
て
、
市
に
必
要
な
対
応
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
「
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
必
要
な
提
案
事
業
」
制
度
の

活
用
や
、
地
域
活
動
支
援
事
業
の
利
用
促
進
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
に
見
合
っ
た
解
決
策
に
導
く
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　地
域
協
議
会
で
は
、市
長
が
意
見
を
求
め
る
「
諮
問
」
へ
の

答
申
だ
け
で
な
く
、「
自
主
的
審
議
」
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
自
主
的
に
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
協
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　平
成
26
年
度
は
１
８
４
件
の
諮
問
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
６
つ
の
地
域
協
議
会
で
自
主
的
審
議
が
行
わ
れ
、
中

郷
区
と
高
田
区
の
両
地
域
協
議
会
か
ら
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

推
進
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
市
は
今

年
度
に
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
新
た
な
補
助
制
度
を
創
設
す
る
な

ど
、
地
域
協
議
会
の
活
動
が
形
に
な
り
ま
し
た
。

市長から意見を
求められた案件

例）公共施設の設
置や廃止、使用
料・利用時間の
変更など

例）学校や保育園
の統廃合、高齢
化が進んでいる
集落の対策など

自主的に審議が必
要と判断した案件

答　申

地域協議会の審議などの流れ

諮　問 自主的審議

意  見  書

■問合せ…自治・地域振興課（☎025-526-5111、内線1429）

各地域自治区で発行する
「地域協議会だより」

■新しい地域協議会委員を公募
　定数や応募資格など詳しくは広報上越３月
１日号でお知らせします。
▶任期…４月29日～平成32年４月28日　▶応
募・問合せ…３月９日㊌から21日㊊・　の間
に、お住まいの区域を担当する総合事務所、
まちづくりセンターへ

振
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